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生絲の抱合

Cohesion of the raw silk

正木章三

（1）生綜（ρ抱合とは何か

　　先づ始めに之に關する論朋を総括す可く各氏の定義を並記して見る。

　　A・膝本實也氏（殻新生綜槍査法詳説）

　　　　生綜の抱合とは縣條を構域する繭綜縷が互に相膠薦結合したる欺態を云ふ。

　　B・米國絹業協會（生綜格付委員愈第2回報告）

　　　生綜の抱合槍盗は縣條を構域する繭縣の膠震度を槍査するものなり。帥ち生鯨の抱合と

　　　は継條を構域する繭縣の膠着度を云ふ。

　C．DQuty民（日米生綜格付技術協議會議事録）

　　　抱合は生繰を構威せる縣條の緊留度を示すものである。

　D・林貞三荻原清治氏（蘭嚇の抱合II級び其嚇條斑との關係）

　　　妥騰の齢は地嚇物織鯉鋤・蝋には雛施さ蝉に抱餓置によつ噺娘く
　　　緊魑し繭懸相互の有する膠着81生を利用して繭緑を良く緊潜せしむるに過ぎないものであ

　　　る。從つて、生綜の抱合勘1ちCohesionなる語は繭綜相五の粘藩叉は附着を意味するも

　　　のである。

　以上各氏の定義する庭を要約すれば、生綜綜條を構成する繭綜の膠藩度或は聚密度3ζは粘着

附藩等を憲味して居る如くである。

　此庭では膠着慶と云ふも緊密度と云ふも同意義に使月」して居るが、此の黙を更に明かにする

必要がある・EPち謬鞭と騨に蘇i聯のSeri・i・腿く場合を指し、贈度とは蜘を撒

する繭懸撒の多少による結合歌態を指すものと解繹す可きである。

　何となれば・一般姓縣の抱合はS・・i・i・の慰影響されるもの拷へられて励謀莚際に

於てもSericin量多き外暦は、その少き中、内暦に比して抱合佳良なる窮も認められては居

るが・然し他の一敵於てはSeri・i・賜き翻は、その量少き夏鵡よりも｝包合劣る購

を示すのである。之に開しては、棚儒啓三民は次の如く説明して居る。

TC・m・nti・9　m・t・・i・1としてのS・・i・i・の多少は抱合と勝縣ある可しとは鰍も鞭し得

る所なるも・生綜のS2・i・il・の多魏瞬轍歩合と抱艘との關係を藩鵬せ繍躁、　S，ri，i、，

は格の下る㈱し・抱簸購の一t・る醐したる麟を示し劾。贈孝辮は灘総り鰍
歩合少く・抱・鍍高し・之等にイ衣れば∠鰍の抱合はSeri・i・の多少．1　I」も鰭方滋關係す

るものと思はれるJIと。

更にレオe－’・’・ラy・JiSZは・“侮忠こ於ける生綜の將來。なる一コZ・a）・pl・1で次の如く述べて居

る。

『10～12d・・ierの徽繰綱るの1・、伊太利雛」徽維力・締から4粒櫻るのC，U、J・しr．：

繍は3粒の爾辮で肋る事になり・他の條件さへ鋤なければ、4粒碗駿鍬馳合が
悪い事になると思ふ』と。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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　之等の事は、縣勲徽する蘇辮の数の多い繍條麟購となり・　B’il形なるもの樹包誰

良なりと云ふ事になるo自IJち、生懸の抱合とは

　“或る太さの生綜を構戯する懸條の緊密度を示すものにして、聚密度は繭綜の膠着性及び繭

懸数に比例するものである。”
　而して現准一般に使用されて居るDuplane式抱合槍益法は、生綜が摩擦に抵抗する時の繊

維の分闘1状態を以て繁密農の良否を決定するのである。從つて、怒條を摩擦する部分の幽が次

第に磨滅する事は冤れ難く、薗の鋭度を調節する必要があるが、現在に於てはDuplane式抱

合検査器とそ、上蓮の如き意昧の生縣の抱合の強盗器としては最も使用便値を有するものであ

る。

　斯る生懸の抱合を槍査するに際して、その威績を左齎するものは何であるか、と去ふ騙llに就

V、て更に述べて見るo

　　　　　　　　　　　　（2）生練の抱合を左右するもの

　生縣の抱合槍査に於て抱合嚇萎郡影響を及ぼす謂條件に就き、磯表されたる各氏の研究試験

報告より抄録し総括しtaるものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　A　原料繭との關係

　　◇　繭綜の抱合性は外謄最も張く、中層躬く、内麿に至りて多少回復する。繭懸の部分的抱

　　　合度の異る所以である。

　◇鰍洲Ni．支那種は繭綜の部分白勺抱合度の攣化少き傾向がある。

　　◇　繭麿糠子　（Sericin　colloid）の膨化性大なる歪隙！｝1は膨化性小なる廻草を繭に比し1て抱合

　　　佳良である。伺籾子の大小及びその溶解度が粘蒲性帥ち抱合性に差異を來すものと考へ

　　　られる。
　◇　抱合の良否はSericin量の多少のみによつて決建されるものでは無く、むしろ翠繊維

　　　の細太による虞大である。

　　　　　　　　　　　　　　　　B．製糸方法との關係

◇　過乾、藩煮は抱合劣る。

◇　繰綜温度低きは抱合劣る。

◇　緻樹の少いもの程抱合劣る。

◇　繰枠の速度大なるものは小なるものに比して抱合佳良である。

◇　緯枠の乾燥装罎良きものは抱合佳良である。

◇　岡一原料なれば普通繰生縣は多條繰生綜より抱合佳良である。

　　　　　　　　　　　　　C．繊度との關係

◇　抱合（回敷）は繊度に比例する。

　　相關係数は十〇．8以上ある。

◇　繭綜の数の増加するにつれて抱合徊贈）の増加する比は織慶の堀加する比より大である。

　　或は、繊度の増加に伸ふ抱合（［、II　tW）の増力ilは抱合佳良なるもの程樹1denier回数大である。

◇　繊度1denierにつき『乱均2．5～4．0回抱倉回数埆加する。

◇　14中と21中との抱含比i率は約1：1．5である。

◇　目的繊度等しき懸にては、綜條を構成する繭綜の藪を塘す程抱合佳良である。

◇　抱含（回紛成績の大なるもの工中には、實質的に佳良なるものtl　）繊度が（口的繊度よ
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　　　　り）太斑なる爲めに回藪多きものとがある。

　　　　　　　　　　　　　　D．温潔度との關係

幽◇抱舗澱に比例する。UISち撚趣鰍は料徽置室内嘱度鋤ければ、騰は裂け
　　難く、乾燥すれば容易に分裂する。

　　　　　　　　　　　　　　　E。検査機械との關係（Duplane抱合牌）

　◇劇鰍の歯の鋭慶強ければ生綜は早く蚕附る。

　◇　摩擦速度規定以ヒに速かなれば生聯は裂け難い。

　◇　．1：部荷重（300g．）輕1きに過ぎる時は生綜はi裂け難い。

　◇　側部懸垂（180g．）を除く時は生綜は容易に裂ける。

　以．ヒ総括したる如き諸條件との關係を見る時は、自ら生綜の抱含の挫質を知ウ得る。、

th抱fttva關しては・生辮麟の場含に於て他の謝纈国との1取、如何なる關係を示して居

るかと云ふ事に就いて考へねばならないのであるが，本調査の範團ではその黙迄、総括する事

が削蔓なかつた・從つて・稿轍めて、生綜の抱能他の強融績との關徽謝糺灘した

いと考へて居る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（於　横灘ヒ綜譲査所）
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3・横濱生縣検査所　生継幣付研究概要　ユ927年

4・翻綜中央會　日米生綜格付技術協議會議事録192S｛F

5・　”巴後俊彦∋　糸糸條斑と　Seriplaiユe饒嚇話　　1929，Jll

6・　大塚重殿　生麟iのSeriplane講話　工929年

7・棚橋啓三Serip】ane　Fζ就いて大日本鎧縣曹報1929年

8・同　　螂嚇醐踏に關す6P｝・究日本灘戦聡第階螂號1931年
9・林貞三…・灘齢S・・ip1…に現はれた5rElき1襯F蹴・・て鑑韓翻鷹第1巻第2號1929年

1°・同　　繍蛇合性及び其の灘斑との關係1・就いて翻靴聡第2谷第1號19304i・
ユ1・「1りll房吉辮紡？k　e　Seriplan・t‘E・en・・s・”威績1』繊綿灘第1巻第2號1930sr．

12・金子難淋蛇灘峨燥にf・llふ鰯上嚇徽び期s・・i・11磁子の物劇瞬燃嘆化に
　　就いて鍛綜雛腺誌第2・巻箪2號1930年

13・大X・ma義生綜の強加1度ilq央ffX辮四刃號1931年

14・雨宮　2PS抱合度と繊度との關係につレ・て・1映鐡棚艮1932年

15・鈴木三郎鰍の徽と強加・度との關係に就レ・て（抄）閣艦綿尉騰第2齢2號工931年
16．　桐瓢本ttfl≡三　緻数と生系糸抱合霊置縣學覗乏第15巻第4號19331［］三

　　　　　　　　　　　　　　（受理　昭和10年7月　25　日）


